
豊富なネットワークアプリケーション

の揃ったLinuxは、ネットワークに接続し

たPCで使ってこそ便利である。特に会社

やSOHOなど仕事でLinuxを使うなら、

まず間違いなくネットワークカードを装

着してネットワークを利用するだろう。

ここで問題となるのが、Windowsと違

って、ほとんどのネットワークカードが

Linuxを正式サポートしておらず、Linux

用ドライバもカードには付属していない

ことだ。そのためLinuxカーネルには多数

のネットワークカードのドライバが付属

している。しかしこのドライバは、基本

的にLinuxの開発に携わる人々がハード

ウェアの情報を得て、独自に作成したも

のであり、メーカーの手によるものでは

ない。そのためカードが正常に動作しな

いなどの不具合が必然的に生じやすい。

そこで、100BASE-TXに対応している

PCI Ethernetカードというカテゴリの製

品を集めて、実際にLinuxで動作するか

を検証してみた。L i n u x のための

100BASE-TX PCI Ethernetカードを選

ぶ際の指針となれば幸いである。

現時点でLANを構築する場合、選択肢

の筆頭は10BASE-Tと100BASE-TXだろ

う。価格やパーツの調達のしやすさ、ソ

フトウェアサポートなどの点で、過去の

資産に縛られなければ、この2種類のネッ

トワーク以外には考えられない。問題は

10BASE-Tと100BASE-TXのどちらを選

ぶか、である。

10BASE-Tも100BASE-TXも、ツイス

トペアケーブルを使ってハブとネットワー

クカードを接続する、という見た目の構

成は同じに見える。これは100BASE-TX

が、10BASE-Tを含む10Mbps Ethernet

の技術をできるかぎり流用しつつ、転送

レートを10倍にした規格であることに起

因している。100BASE-TX自体は、Fast

Ethernetとも呼ばれる100Mbps Ether

netの一種であり、IEEE 802.3という

Ethernet規格の集合に含まれる。いわば

Ethernetファミリーの一員だ。10BASE-

Tと100BASE-TXでは、基本的なアーキ

テクチャはほぼ同じなので、100BASE-

TXへのアップグレードや両者の共存もそ

う難しくない。エンドユーザーのレベル

でも、10BASE-Tに慣れていれば100

BASE-TXも理解しやすい。

10BASE-Tではなく100BASE-TXを選

ぶメリットは、いうまでもなく10BASE-
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写真1 DNS-500

プラネックスコミュニケーションズ製の5ポート・デュ
アルスピードハブ。直販価格は1万3800円。全ポートが
10BASE-Tと100BASE-TXの自動認識に対応しており、
低価格で両者が混在するLANを実現できる。

写真2 FX-08E

プラネックスコミュニケーションズ製の8ポート・スイ
ッチングハブ。直販価格は2万5800円。全ポートについ
て10BASE-Tと100BASE-TXを自動認識し、またポー
トごとにスイッチング動作をサポートする。

10BASE-Tではなく
100BASE-TXを選ぶワケ

Linux動作検証レポート

100BASE-TX
Ethernetカード12製品

ASCII Lab.
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Tの10倍の転送レートである。たとえば

ファイルサーバーでファイル共有する際、

10BASE-Tでは力不足となる場合がある。

現在ではローカルのハードディスクの最

大転送レートが10Mbytes/secを超えるこ

とが珍しくないため、たかだがピークで

1.1Mbytes/secの10BASE-Tではネット

ワークドライブとローカルドライブの速度

差が大きすぎてストレスを感じてしまう。

さらに、クライアントPCが増えるとLAN

の実効転送レートはさらに下がる。一方

100BASE-TXなら最大11Mbytes/sec程

度で転送できるため、ローカルのハード

ディスクと比べてあまり違和感なくネッ

トワークドライブを利用できる。

このように速度面では非常に有利な

100BASE-TXだが、対応製品の価格、特

にハブの価格が10BASE-Tに比べて高か

ったことが普及を阻む壁となっていた。

しかし最近になって、写真1や写真2のよ

うな安価なハブが出回るようになってき

た。これらは10BASE-Tと100BASE-TX

の両方に対応しているため、両者の混在

したLANを構築するのにも便利である

（p.51のコラム参照）。100BASE-TX PCI

Ethernetカードの価格も、p.52からの機

種紹介を見るとわかるように、実勢価格

が20 0 0円台まで下がってきており、

10BASE-T Ethernetカードに引けを取

らない。安価なハブで済む小規模なLAN

なら、もはや100BASE-TXを導入するの

に10BASE-Tとの価格差は問題にならな

いだろう。

高価格とともに普及を阻害していた一

因のひとつに、100BASE-TX Ethernet

カードの種類の少なさが挙げられるが、

現在では解決されている。P C I や

CardBusといった高速な拡張バスだけで

はなく、ISAやPCカードにも装着できる

100BASE-TX対応カードは各メーカーか

ら販売されており、接続性は大きく向上

している。

'95年3月に100BASE-TXの規格がIEEE

で正式に承認されてから現在までの間に、

非常に多くの種類の100BASE-TX対応ネ

ットワークカードが開発・販売されてき

た。PCIカードという枠でも相当数の製品

が市場に存在するなかで、Linuxで使う製

品をどう選ぶべきかを考えてみる。

■コントローラチップ

Ethernetカードの中核であるコントロ

ーラチップは、拡張バスとのインターフ

ェイスやデータ伝送の同期、流量制御、

誤り訂正などを担当し、カードの性能を

左右する重要なコンポーネントである。

Linuxの場合は、コントローラチップの

種類自体が重要な選択のポイントとなる。

なぜなら、前述のように現状ではEther

netカードにLinux用ドライバが添付され

ることはまずないため、搭載されている

コントローラ用のドライバがLinuxカーネ

ルに含まれていることが、Linuxでそのカ

ードが使えることの第1条件であるから

だ。

現在Linuxでドライバが存在する100

BASE-TX PCI Ethernetコントローラ

は、表2とその互換チップ以外には、コン

パック製PCによく使われているTexas

Instruments製ThunderLANシリーズ

や、RealTek製RTL8129／8139ぐらいで

ある。また、たとえこれらのコントロー

ラを搭載する製品でも、細かいリビジョ

ンの違いなどによりLinux用ドライバが正

常に動作しない場合もあるので厄介だ。

ドライバの開発には時間がかかるため、

一般的に新しいチップほどドライバの安

定性は低い傾向が見られる。逆に古いチ

ップほどLinuxのインストール時に自動検

出されるなど、使用可能になるまでの手

間が少ない、というメリットがある。新

しくて性能も高く機能も豊富なコントロ

ーラだからといって簡単に選べないとこ

ろが、Linuxの難しいところではある。

■基本機能

100BASE-TX対応カードの基本機能と
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表1 テストした製品と各Linuxの付属ドライバとの対応

＊1 eepro100.oドライバはIntel 82559への対応を明記していない。動作することは編集部で確認した
＊2 付録CDに収録されているアップグレードを適用すると、各ドライバは日本語redhat Linux 5.2と同一バージョンに更新される

ドライバモジュール

3x59x.c

eepro100.o

epic100.o
tulip.o

via-rhine.o

コントローラチップ

3Com 40-0336-004

3Com 40-0483-001

Intel 82558
Intel 82559＊1

SMC 83C170／171
DEC 21140-AF

DEC 21143-PD

VT86C100A

DL10030

メーカー・製品名

スリーコムジャパン Fast EtherLink XL PCI
（3C905-J-TX）
スリーコムジャパン Fast EtherLink XL PCI
（3C905B-J-TX）
メルコ LCI-TXI
インテル EtherExpress PRO/100+ マネージメント・
アダプタ
SMC EtherPowerⅡ 10/100
アライドテレシスCentreCOM LA100-PCI-T V2, コ
レガ FastEther PCI-TX, プラネックスコミュニケーシ
ョンズ ENW-9051-F
アクトンテクノロジィCheetah PCI Adapter
EN1207C-TX
プラネックスコミュニケーションズ FNW-9700-T, メ
ルコ LGY-PCI-TXR／LCI-TXN
コレガ FastEtherⅡ PCI-TX

日本語redhat Linux 5.2 
0.99H

0.99B

1.03
0.89H

1.00

TurboLinux 日本語版 3.0＊2

0.99E

0.99B

0.99B
0.88

付属しない

付属ドライバのバージョン

Linuxのための100BASE-TX
ネットワークカード選び



しては、10BASE-T／100BASE-TXおよ

び半二重／全二重の自動切り替え機能が

ある。これはAuto Negotiation（NWay）

と呼ばれる規格で決まっており、現在市

販されているカードなら間違いなく対応

している。また、よほど低価格な製品で

ない限り、Ethernetカードにはインジケ

ータLEDが搭載されており、ネットワー

クとの通信状況を直接目で確認できる。

必須なのはハブとのリンク確立やフレー

ムの送受信、10Mbps／100Mbpsの判別

という3種類だろう。できれば半二重／全

二重を判別するLEDもほしいところだ。

■添付ソフトウェア

Linuxにとって重要な添付ソフトウェ

アとは、カードの故障をチェックするハ

ードウェア診断ツールの有無だ。もしこ

の診断ツールが添付されており、かつ

DOSで動作するなら、LinuxでもDOSの

ブートフロッピーを用意するだけで利用

できる分、手軽だ。逆にWindows用診断

ツールしかない場合は手間がかかってし

まう。

■拡張バスの対応

拡張バスすなわちPCIには、現在リビ

ジョンとしてRev.2.0／2.1／2.2の3種類が

存在する。基本的にはPCIカードとPCIス

ロットが共にRev.2.0以上であれば、たい

ていは問題なく動作するし、市場に存在

する製品はまず間違いなくRev.2.0以上に

対応しているから心配はない。Rev.2.2だ

けはACPIなど新しい電力管理機能に対

応しているが、マザーボード側もLinuxも

対応が間に合っていないので、現状では

特にメリットはない（将来性はあるが）。

■付加機能

機能面ではWake on LANという、ネ

ットワーク経由でPCの電源をオンにして

ブートさせるという機能をEthernetカー

ドに実装するのが流行している（写真3）。

Wake on LANの狙いは、リモート接続

PCから無人のオフィスにあるPCのメンテ

ナンスをするなどして、PCを管理する手

間を省くことである。つまり完全な付加

機能であり、こうしたニーズがなければ、

特に必要ない機能でもある。もっとも、

最新のISDNルータの中には、電話回線

からアクセスされたらEthernetに接続さ

れたPCをWake on LANで起動する、と

いう家庭では便利そうな製品もあり、何

かと面白そうな機能ではある。

今回集めた12種類のEthernetカード

は、基本的に日本語redhat Linux 5.2に

て評価している。またTurbo Linux 日

本語版 3.0でも動作検証を行っている。

両者に含まれるドライバモジュールの種

類とそのバージョンについては、表1を参

照していただきたい。

p.52からの各機種の紹介では、日本語

redhat Linux 5.2をインストールしたと

きの状況をチェックした。各Ethernetカ

ードをLinuxで使用するための具体的な

設定方法などは、p.58からの記事を参照

していただきたい。

動作検証としては、10Mbps／100M

bpsおよび半二重／全二重という転送モ

ードの自動検出や、FTPサーバーにおけ

る転送レートなどの確認を行った。結果

はp.58～p.59のとおりである。

テストに使ったPCの仕様は表2のとお

りである。この2台のうちテスト用PC1は、

10Mbps／100Mbpsおよび半二重／全二

重の自動検出や、FTPサーバーでの転送

レートの確認といった動作検証に使用し

た。一方のテスト用PC2は、各機種紹介

で記している日本語redhat Linux 5.2の

インストールテストに使用した。

この2台のPCを、Pentium IIとAMD-

K6-2という大きく異なる仕様にしたのは、

チップセットの種類によってPCIカードが

正しく動作しない場合があることを考慮

したためだ。特にAMD-K6-2を使ったテ
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写真3 Wake on LAN用ケーブルの接続

このようにWake on LANに対応したEthernetカードと
マザーボードの間を専用ケーブルで接続すると、PCの
電源がオフでもEthernetカードにはケーブル経由で電力
が供給され続ける。Ethernetカードはネットワーク上の
パケットを監視し、「起きる」よう指示されたらPCの電
源をオンにする、という動作が可能になる。

テスト用PC1
機種名
マザーボード
プロセッサ
チップセット
2次キャッシュメモリ
メインメモリ
グラフィックス
ハードディスク
CD-ROMドライブ
IDE インターフェイス
テスト用PC2
機種名
マザーボード
プロセッサ
チップセット
2次キャッシュメモリ
メインメモリ
グラフィックス
ハードディスク
CD-ROMドライブ
IDE インターフェイス
SCSIホストアダプタ

デルコンピュータDimension XPS R400
Intel SE440BX相当
Intel Pentium II-400MHz×1基
Intel 440BX AGPset
512Kbytes（プロセッサに内蔵）
SDRAM 64Mbytes（100MHzバス対応）
NVIDIA RIVA128（AGP接続，SGRAM 4Mbytes）
IDE 6.4Gbytes
32倍速ATAPI（IDE） CD-ROMドライブ
PCI接続のIDEインターフェイス（Intel PIIX4Eに内蔵）

（自作機）
AOpen AX59Pro Rev.1.32
AMD-K6-2-300MHz×1基
VIA Apollo MVP3
512Kbytes（マザーボード上）
SDRAM 64Mbytes（100MHzバス対応）
NVIDIA RIVA128（AGP接続，SGRAM 4Mbytes）
IDE 2.1Gbytes
8倍速ATAPI（IDE） CD-ROMドライブ
PCI接続のIDEインターフェイス（VIA VT82C586Bに内蔵）
アダプテックジャパン AHA-2940U（PCI接続）

表2 テストに使用したPCのハードウェア仕様

製品の評価方法について



スト用PC2のチップセットは、Intel純正

ではない互換チップセットである。PCIカ

ードメーカーによっては、この互換チッ

プセットでの動作確認をしていないこと

もあるらしく、PCIバスのデータ転送中に

ハングアップしたりするなどのトラブルが

生じることがある。ただし、今回テスト

した限りでは、両方のプラットフォーム

間で動作の違いは無かった。

そのほか、各機種のスペック表はp.56

～p.57を参照していただきたい。
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最近のLAN関連ハードウェアの動向を見て

いると、100BASE-TX対応製品のラインアッ

プ拡充と低価格化が著しい。たとえばプリン

トサーバーでは、従来の10BASE-T／-2対応

製品に混じって、100BASE-TXで接続できる

製品が増えてきているし、10BASE-T対応製

品と価格がほとんど変わらない100BASE-TX

対応ネットワークカードも登場している。だ

からといって、LANに接続するすべての機器

を100BASE-TX対応品とすることには、まだ

少し無理がある。たとえば、ISDNルータな

ど10BASE-T専用の機器がどうしてもLANに

残るからだ。

注意すべきは、基本的に10BASE-Tの機器

は100BASE-TXのLANに直結できないし、そ

の逆も不可であることだ。100BASE-TX対応

ネットワークカードが10BASE-Tに接続でき

るのは、単に10BASE-Tでも動作するよう設

計されているだけにすぎない。100BASE-TX

専用ハブには10BASE-Tの機器を接続できな

いし、その逆もしかりだ。したがって、

10BASE-Tと100BASE-TXそれぞれの機器を

同時に利用するには、両者のLANを相互接続

する何らかの手段が必要になる。

この10BASE-Tと100BASE-TXの混在を格

段に実現しやすくしたのがデュアルスピード

ハブである。図1（a）のように、デュアルス

ピードハブの原理をひと言でいうなら、共通

の接続ポートを持った 1 0 B A S E - T と

100BASE-TXのリピータハブ（ダムハブ、シ

ェアードハブと呼ばれる一番単純なハブ）を

ブリッジと呼ばれる回路で接続したものだ。

100BASE-TXの機器が接続されたポートは自

動的に内部で100BASE-TXのハブに接続さ

れ、10BASE-Tの機器も同様に処理されるの

で、ユーザーから見れば10BASE-Tと100

BASE-TXを区別する必要がなく非常に便利

だ。後述するスイッチングハブに比べれば、

デュアルスピードハブは基本的にリピータハ

ブの一種であり、構造も比較的簡単で製造コ

ストも低いというメリットがある（ポート単

価は2000円台まで下がってきている）。

相互接続という目的なら図（b）のような

スイッチングハブも利用できる。スイッチン

グハブは、発信元と送信先のポートの間をス

イッチングの回路で接続して通信させること

で、ポートごとに10Mbpsあるいは100Mbps

の帯域をフルに利用できる。これに対してリ

ピータハブは10Mbpsまたは100Mbpsの帯域

を全ポートで共有する分、実効転送レートは

下がってしまう。

スイッチングハブは図1（a）のブリッジに

相当する回路が多数詰め込まれており、

10BASE-Tと100BASE-TXの相互接続に流用

しやすかったので、以前から相互接続に使わ

れてきた。しかし、そもそもスイッチングハ

ブは性能向上が第一目的の製品であり、数十

万円という非常に高い価格が導入のネックだ

った。また比較的安価な製品では、各ポート

が10BASE-Tあるいは100BASE-TXのどちら

かしか接続できないなど、ネットワーク構成

の柔軟性や使いやすさに欠けていた。しかし

現在では、図（b）のように全ポート自動切

り替えのタイプでも、ポート単価3000円台

という安価なスイッチングハブも増えてい

る。サーバーへのアクセス集中への対策も兼

ねてスイッチングハブを導入するというのは、

そう悪い選択ではない。

10BASE-Tと100BASE-TXを相互接続する

場合、100BASE-TXではハブの段数やケーブ

ル長の制限などがきついため、ネットワーク

の規模を拡大するには10BASE-Tより注意が

必要だ。こうした場合にもスイッチングハブ

が便利だが、カスケード接続のための高速な

専用バスを設けたスタッカブルハブを活用す

ると、より安価にLANを拡大できる。

Column

10BASE-Tと100BASE-TXの
混在するLANを構築するには
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図1 10BASE-Tと100BASE-TXの混在するLANを実現するハブ

本記事に関してのご注意
本記事にて評価した12種類の製品は、いずれ
のメーカーもLinuxを正式にはサポートしてお
らず、動作保証もしておりません。本記事に
関して各メーカーにお問い合わせすることは
ご遠慮下さい。また動作検証の結果は、メー
カーおよび編集部で保証するものではありま
せん。ご了承下さい。
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標準価格：　1万2800円
実勢価格：　1万円前後
URL：　http://www.toyomicro.com/

EtherPowerⅡ 10/100
SMC Networks

SMC Networksは、ネットワークカー

ドメーカーの老舗であるSMCとAccton

Technologyが、'97年に共同で設立した

会社だ（旧SMCはSMSCという名称にな

った）。日本では東洋マイクロシステムズ

がSMC Networks製品の総供給元であ

り、今回試用したカードも同社から借用

した。

EtherPowerⅡ 10/100のコントローラ

チップはSMSC製のLAN83C170または

LAN83C171で、試用機には前者が搭載

されていた。このコントローラの特徴の1

つは、5Vと3.3VというPCIバスの信号レ

ベルに両方とも対応していることで、当

然本カードも両方に対応している。3.3V

のPCIスロット搭載機が登場し始めてい

る現状では、使い回しのしやすいカード

といえる。

ハードウェア診断ツールとしては、

DOSの日本語環境からでも実行できるプ

ログラムが添付される。英語表示だが、

GUIで操作できるので操作は難しくない。

日本語redhat Linux 5.2のインストー

ルテストでは、自動検出こそされなかっ

たものの、メニューから「EPIC 100」を

選択するだけで済んだ。東洋マイクロシ

ステムズではLinuxの正式サポートはな

く、マニュアルにも記述はない。しかし

メールによる問い合わせは受け付けてい

るほか、同社WWWサイトに簡潔ながら

Linuxへのインストール方法が掲載されて

おり、Linuxユーザーへの配慮が伺える。

標準価格：　7800円
実勢価格：　－
URL：　http://www.accton.co.jp/

Cheetah PCI Adapter
EN1207C-TX

アクトンテクノロジィ

台湾Accton Technologyの日本法人

であるアクトンテクノロジィは、'99年3月

1日よりCheetah PCI Adapterシリーズ

の新製品2種を販売開始した。今回取り

上げるEN1207C-TXは、その新製品のう

ちコントローラにDEC 21143-PDを採用

したカードである。

今回評価した12機種のうち、DEC

2114xコントローラを採用しているのは4

機種ともっとも多い。その中でも本カー

ドの21143-PDは最新バージョンのチップ

である。しかし、それが仇となったのか、

日本語redhat Linux 5.2のインストール

テストでは、「Digital 21040(Tulip)」と

自動検出されるものの正常に動作しなか

った。ドライバを最新版であるVer.0.90Q

に差し替えると動作したが、Linuxでの

利用には注意が必要なカードといえる。

なお、メーカーによるLinuxの正式サポー

トはなく、マニュアルにもLinuxに関する

記述はない。

カード上のパーツとしては、ブート

ROMソケットが搭載されているのが目立

つ程度で、シンプルな構成のカードとい

える。

付属品のうち、各種ドライバを収録し

たフロッピーには、ハードウェア診断ツ

ールも収録されている。DOSの英語環境

でのみ動作し、英語表示ながらインタラ

クティブに操作していくと診断テストを

実行できるので、操作はそう難しくない。

標準価格：　1万2800円
実勢価格：　9800円前後
URL：　http://www.allied-telesis.co.jp/

CentreCOM
LA100-PCI-T V2

アライドテレシス

アライドテレシスはネットワーク機器

全般の開発・販売を行っている日本のメ

ーカーである。その同社が現在販売して

いる唯一の100BASE-TX PCI Ethernet

カードが、この CentreCOM LA100-

PCI-T V2だ。

本カードはコントローラにDEC 21140-

AFを採用している。写真にあるようにカ

ード上にはブートROMソケットが装備さ

れているものの、サポートされていない。

珍しいのは、インジケータLEDが5種類も

あり、パケット衝突検出が表示される点

だ。またMACアドレスを記したシールは

ブラケット外面に貼ってあり、カード装

着後でも外部からMACアドレスを確認で

きるよう配慮されているようだ。しかし、

このシールがケースで隠れてしまう場合

があるのは惜しい。

添付のマニュアルはかなり詳細に記述

されているが、サポートされていない

Linuxに関する記述はない。また添付フ

ロッピーには、DOSの日本語環境でも動

作する英語表示のシンプルなハードウェ

ア診断ツールが収録されている。

日本語redhat Linux 5.2のインストー

ルテストでは、最初は「D i g i t a l

21040(Tulip)」として自動検出されるが、

インストール後には21140と正確に認識さ

れ、問題なく動作した。またLinuxユー

ザーには嬉しいことに、同社WWWサイ

トにはSlackware 3.6Jでの動作確認結果

とインストール方法が掲載されている。
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標準価格：　1万4800円
実勢価格：　－
URL：　http://www.intel.co.jp/

PRO/100+
マネージメント・アダプタ

インテル

インテルは、これまで現行製品だった

EtherExpress PRO/100+の後 継とし

て、'99年4月よりPRO/100+ マネージメ

ント・アダプタを販売する。今回は英語

版のパッケージを借用して評価した。

非常に小さな本カードには、最新の

Intel製82559というコントローラのほか、

フラッシュメモリのブートROM、Wake

on LAN用ケーブルコネクタが集約され

ている。PCIバスの信号レベルは5Vと

3.3Vの両方に対応するほか、最新のPCI

2.2およびACPIのパワーマネジメント機

能をサポートしている。マザーボードさ

えこれらの規格に対応していれば、Wake

on LAN用ケーブルなしでもリモートか

らの起動が可能となる。難点を強いて上

げるなら、全二重通信を示すインジケー

タLEDがないことだろう。

以上のような新しさゆえに、本カード

はまだLinuxでは正式にサポートされてい

ない。インテルもLinuxをサポートしてお

らずマニュアルにも記述がないので、注

意が必要だろう。ただし日本語redhat

Linux 5.2でのインストールテストでは、

「Intel EtherExpress Pro 100」として

自動検出され、特に問題なく動作してい

た。どうやら82559コントローラの下位互

換性は高いようだ。

付属CD-ROMに収録されているソフト

ウェアのうち、ハードウェア診断ツール

はWindows用とDOS用の両方とも用意

されている。

標準価格：　9800円
実勢価格：　5000円前後
URL：　http://www.corega.co.jp/

FastEther PCI-TX
コレガ

'96年設立という比較的新興のネットワ

ーク機器メーカーであるコレガは、現在2

種類の100BASE-TX PCI Ethernetを販

売している。そのうち、コントローラに

DEC 21140-AFを採用しているのが、こ

のFastEther PCI-TXである。本カード

はよく見ると、アライドテレシスの

CentreCOM LA100-PCI-T V2とそっく

りで、試用したカードを見る限り、パー

ツや配線パターンなど同一に見える。

MACアドレスに含まれるメーカーIDもア

ライドテレシスだった。コレガはアライド

テレシスの関連会社であり、ハードウェ

ア自体は共通という場合もあるのだろう。

LA100-PCI-T V2との違いは、カード

自体の仕様ではなくサポートなどにある。

PC-98シリーズに対応している点は同じだ

が、サポートOSはWindows系に限られ

る。診断ツールはほぼ同一で、DOSの日

本語環境でも動作した。両者の価格差は、

上記以外にも製品保証期間が1年間

（LA100-PCI-T V2は永久保証）といっ

た違いにより生じているわけだ。

しかしLinuxユーザーにとって、メーカ

ーによるLinuxの正式サポートがなく、マ

ニュアルにも記述がない点は同じだ。そ

れでも同社のWWWサイトで、Linuxを

含むPC-UNIXでの動作確認結果とインス

トール方法が公開されている点は安心で

きる。日本語redhat Linux 5.2について

も、LA100-PCI-T V2と同じで問題なく

動作した。

標準価格：　5800円
実勢価格：　2700円前後
URL：　http://www.corega.co.jp/

FastEtherⅡ PCI-TX
コレガ

FastEtherⅡ PCI-TXは、コレガが販

売しているもう1つの100BASE-TX PCI

Ethernetカードである。前出のFast

Ether PCI-TXに対して、半額近く安価

である点が大きな特徴といえるカードだ。

コントローラチップの名称はDL10030

でメーカーは確認できなかった。しかし、

このチップのPCIのベンダIDおよびデバ

イ ス IDが 、 VIA Technologies製 の

VT86C100Aと同一であることから、そ

のセカンドソースによる同等品と思われ

る。試用品では、チップのRevision番号

まで他製品に搭載のVT86C100Aと同一

だった。なお本カードのMACアドレスも、

メーカーIDはアライドテレシスを示して

いた。

本カードはブートROMソケットを搭載

しているが、FastEther PCI-TX同様サ

ポートされていない。細かいところでは、

全二重通信のインジケータLEDないこと

や、ハードウェア診断ツールが添付され

ていない点が気になった。マニュアルに

は、やはりサポートされていないLinuxに

関しては何も記述されていない。

さて日本語redhat Linux 5.2のインス

トールテストでは、本カードは自動検出

されず、選択リストにも表示されなかっ

た。ドライバモジュール自体（v i a -

rhine.o）はインストールされるため、コ

ンパイルの必要はなく、ネットワークの

設定をすると本カードを動作させること

ができた。
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標準価格：　オープン価格
実勢価格：　9400円前後（3C905B-J-TX）
URL：　http://www.3com.co.jp/

Fast EtherLink XL PCI
スリーコム ジャパン

ネットワーク機器の老舗メーカーであ

る3Comは、100BASE-TX Ethernetカ

ードだけでも、PCIやISA、PCカード、

そしてサーバー向けといった具合に多数

ラインアップしている。その中で、今回

評価するクライアントPC向けのPCIカー

ドであるFast EtherLink XL PCIは、現

在ちょっと複雑な販売形態になっている。

もともとFast EtherLink XL PCIは発

売当初、3C905-J-TX（以下3C905）とい

う型番になっていた。その後、コントロ

ーラチップがバージョンアップした

3C905B-J-TX（以下3C905B）という型

番の製品も登場し、現在では両方とも

Fast EtherLink XL PCIという製品名で

併売されている。写真のうち右上は

3C905、左上は3C905Bである。製品名が

同じなので間違えて購入しそうだが、型

番以外にもパッケージの絵柄も異なるの

で確認を怠らないようにしたい（右上写

真は3C905のパッケージ）。なお今回は、

3C905はメーカー提供の借用品で、また

3C905BはOEM向け供給品にて評価して

いる。

3C905と3C905Bを比べた場合、最も異

なるのはコントローラチップである。まず

3C905Bでは、3Com独自のPara l l e l

Taskingアーキテクチャがバージョンアッ

プされており、性能向上やCPU占有率の

低下などが図られているという。カード

を見ると、3C905のコントローラチップ

は、PHYチップ（ネットワークの物理層

を担当するチップ）やトランシーバチッ

プを外付けしているのに対して、3C905B

ではそれらのチップをコントローラチップ

に統合している。カードサイズが小さく

なっていることと併せて、製造コストの

低下に役立っているだろう。また3C905B

は、Wake on LANに対応している（写

真ではOEM向け供給品のためWake on

LAN用ケーブルコネクタはない）。余談

だが、L i n u x での通称も3 C 9 0 5 は

Boomerang、3C905BはCycloneと異な

っている（これらは3Com内部でのコード

名だったらしい）。そのほか、ブートROM

ソケットの実装や、PCIバスの信号は5V

のみサポート、全二重通信のインジケー

タLEDがない、といった仕様は共通であ

る。また診断ツールは、Windows用のほ

かDOS用プログラムも用意されているが、

DOS用は英語表示だけだ。なおメーカー

によるLinuxの正式なサポートはなく、マ

ニュアルにもLinuxに関する記述はない。

さて日本語redhat Linux 5.2のインス

トールテストでは、3C905／3C905Bのど

ちらも「3com 3c59x (Vortex）」という

異なる型番で自動検出されるので一瞬焦

る。しかしインストール後、ドライバモ

ジュールは3C905（Boomerang）および

3C905B（Cyclone）を正しく認識した。

動作については、3C905Bだけ全二重通信

の自動認識がうまくいかなかったが、再

起動すれば正しく認識したので致命的な

問題とはいえない。

標準価格：　オープン価格
実売価格：　6400円前後
URL：　http://www.planex.co.jp/

ENW-9501-F
プラネックスコミュニケーションズ

プラネックスコミュニケーションズが現

在 販 売 し て い る 100BASE-TX PCI

Ethernetカードは3種類である。そのう

ちコントローラにDEC 21140-AFを採用

しているのが、このENW-9501-Fである。

本カードを見て気付いたのは、アライ

ドテレシスのCentreCOM LA100-PCI-T

V2やコレガのFastEther PCI-TXと部品

配置や配線パターンが酷似していること

だ。もっとも基板表面の白い文字やロゴ、

PHYチップは異なるので、同一製品では

ない。仕様の面では、搭載されているブ

ートROMソケットのサポートがないこと

や、パケット衝突検出のLEDが装備され

ていることが、前述の2製品と共通してい

る。

添付フロッピーに含まれる診断ツール

は、DOSの日本語環境で動作し、日本語

表示でインタラクティブに操作できる親

しみやすいものだ。

本カードについては、メーカーの

WWWサイトにSlackware 3.5での動作

確認結果とインストール方法のほか、ド

ライバのソースコード（tulip.c Ver.0.90）

が掲載されているのは好ましい。日本語

redhat Linux 5.2でのインストールテス

トでは、他のDEC 21140-AF搭載カード

と同様、正常に動作した。またWWWサ

イトに掲載のドライバでも問題なく動作

することは確認できた。しかしメーカー

によるLinuxのサポートがなく、マニュア

ルにも記述がない点は惜しい。
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標準価格：　オープン価格
実勢価格：　2800円前後
URL：　http://www.planex.co.jp/

FNW-9700-T
プラネックスコミュニケーションズ

プラネックスコミュニケーションズとい

えば、安価なネットワーク機器の販売と

いうことでも知られるメーカーである。

同社が現在取り扱っている3種類の

100BASE-TX PCI Ethernetカードにつ

いても、DEC 2114xシリーズを採用する

2製品と比べて非常に安価な製品を1機種

ラインアップしている。それがこのFNW-

9700-Tである。

本カードのコントローラチップはVIA

Technologies製のVT86C100Aである。

最近、本カードのようにVIA Technolo

g i e s 製のチップを採用した安価な

Ethernetカードが急増しており、DEC

2114xシリーズなどと比べて、チップ単価

が非常に安いことが伺える。もっともカ

ードの価格が安い理由はそれだけではな

く、4層基板より安価な2層基板の採用や、

添付フロッピーを1枚に減らす（ENW-

9501-Fは2枚）といった努力も影響して

いるだろう。機能的に気になったのは全

二重通信のインジケータLEDがないこと

や、DOSで動作する診断ツールが英語で

表示されることぐらいだ。

ENW-9501-Fと同じなのは、WWWサ

イトにLinuxの情報が掲載されているもの

の、メーカーによるLinuxのサポートがな

く、マニュアルにも記述がないことであ

る。また日本語redhat Linux 5.2のイン

ストールでは、コレガのFastEtherⅡ

PCI-TX同様、手動でネットワークの設定

をする必要があった。

標準価格：　1万4800円
実勢価格：　1万2800円前後
URL：　http://www.melcoinc.co.jp/

LCI-TXI
メルコ

PCやPC-98、Macintoshなど幅広く周

辺機器の開発・販売を手掛けるメルコは、

ネットワーク機器のラインアップも充実

させている。その同社の100BASE-TX

PCI Ethernetカードは3種類あり、LCI-

TXIはハイエンドモデルである。

LCI-TXIのコントローラチップはIntel

製 の 82558である。これはWake on

LANに対応しており、本カードもWake

on LAN用ケーブルコネクタやネットワ

ークブートのためのブートROM（フラッ

シュメモリ）を搭載している。こうした

付加機能のせいもあって、基板上には多

数のパーツが並んでおり、製造コストも

高いものと推測される。付属品について

は、PC98-NX用を含む2種類のWake on

LAN用ケーブルや、別のマシンから本カ

ードを装着したマシンを起動するプログ

ラムといったWake on LAN関連の充実

が目立つ。しかし、診断ツールが付属し

ていないのは難点といえよう。細かいと

ころでは全二重通信のインジケータLED

もない。

メルコではLinuxの正式サポートはな

く、マニュアルにも記述はない。しかし、

メールによる問い合わせは受け付けてい

る。各種Linuxでの動作確認結果が

WWWサイトに掲載されており、Linux

ユーザーには安心できる。また日本語red

hat Linux 5.2のインストールテストで

は、「Intel EtherExpress Pro 100」と自

動検出され、その後の動作も正常だった。

標準価格：　9800円／3800円
実勢価格：　7500円前後／3200円前後
URL：　http://www.melcoinc.co.jp/

LCI-TXN／
LGY-PCI-TXR

メルコ

メルコがラインアップしている100

BASE-TX PCI Ethernetカード3機種の

うち、ローコストモデルがLGY-PCI-TXR、

そしてミッドレンジがLCI-TXNである。

この2機種のハードウェアは同一のものを

使用している。異なるのはサポートOSの

範囲と価格で、LGY - P C I - T X Rは

Windows 95／98／NT 4.0のみをサポー

トすることで価格を下げている。LCI-

TXNはDOSやWindows 3.1もサポート

している。どちらにしろ、メーカーによ

るLinuxの正式サポートがない点は同じで

あり、ハードウェアが同一なことから、

ここでは2機種を一緒に評価した。

本カードはコントローラチップにVIA

Technologies製VT86C100Aを採用する。

他のVT86C100A搭載カードと同様、2層

基板を使用しているほか、ブートROMソ

ケットを省くなどしてコストダウンを図

っているようだ。しかし添付フロッピー

に診断ツールがないのは難点といえる。

また全二重通信のインジケータLEDもな

い。

マニュアルにはLinuxに関して記述され

ていないものの、LCI-TXI同様、メルコ

はメールによる問い合わせを受け付けて

いる。また各種Linuxでの動作確認結果

がWWWサイトに掲載されている。

日本語redhat Linux 5.2のインストー

ルでは、他のVT86C100A搭載カードと

同様、インストール後に手動でネットワ

ークの設定を行う必要があった。
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メーカー名
製品名
販売形態
標準価格
ハードウェア仕様
コントローラチップ
ネットワークコネクタ
全二重通信／Auto Negotiation
インジケータLED
拡張バス規格／データ転送方式
PCIバス信号の電圧レベル
ネットワークブートROM
Wake On LAN対応
最大消費電力
外形寸法（幅×高さ）
動作保証OS
Windows 95／98／NT 4.0
Linux

そのほかのOS
付属品・保証・情報入手先など
付属品

無償保証期間とサービス内容
Internet URL
FAX情報サービス
備考

SMC Networks
EtherPowerⅡ 10/100

販売店経由
1万2800円

SMSC LAN83C170／83C171
RJ-45×1個
○／○

100／ACT／FDX／LINK
PCI Rev.2.1／バスマスタ

5V／3.3V
ソケットあり

－
2.5W

120×54mm

○
－　

（メールで問い合わせ可）

NetWareほか

ドライバFD、マニュアルなど

センドバック：永久保証
http://www.toyomicro.com/

－
日本での総供給元は東洋マイクロシス
テムズ

アライドテレシス
CentreCOM LA100-PCI-T V2

販売店経由
1万2800円

DEC 21140-AF
RJ-45×1個
○／○

100／ACT／COL／FDX／LNK
PCI Rev.2.1／バスマスタ

5V
－
－
1.7W

139×70mm

○
－　

（動作確認結果やインストール方法を
WWWサイトに掲載）

NetWare

ドライバFD、マニュアルなど

センドバック：永久保証
http://www.allied-telesis.co.jp/

－
付属品は永久保証の対象外

アクトンテクノロジィ
Cheetah PCI Adapter EN1207C-TX

販売店経由
7800円

DEC 21143-PD
RJ-45×1個
○／○

10 LNK／100 LNK／ACT／FDX
PCI Rev.2.0／バスマスタ

5V
ソケットあり

－
1.8W

123×65mm

○
－

NetWareほか

ドライバFD、マニュアルなど

センドバック：永久保証
http://www.accton.co.jp/

－

メーカー名
製品名
販売形態
標準価格
ハードウェア仕様
コントローラチップ
ネットワークコネクタ
全二重通信／Auto Negotiation
インジケータLED
拡張バス規格／データ転送方式
PCIバス信号の電圧レベル
ネットワークブートROM
Wake On LAN対応
最大消費電力
外形寸法（幅×高さ）
動作保証OS
Windows 95／98／NT 4.0
Linux

そのほかのOS
付属品・保証・情報入手先など
付属品

無償保証期間とサービス内容
Internet URL
FAX情報サービス
備考

スリーコムジャパン
Fast EtherLink XL PCI（3C905B-J-TX）

販売店経由
オープン価格

3com 40-0483-001
RJ-45×1個
○／○

10 LNK／100 LNK／ACT
PCI Rev.2.1／バスマスタ

5V
ソケットあり

○
3.3W

121×86mm

○
－

DOS／Windows 3.1／OS/2ほか

ドライバFD、マニュアルなど

センドバック：永久保証
http://www.3com.co.jp/

FAXBOX TEL 03-3769-9850
3C905-J-TXの場合、Wake on LANは
非対応

プラネックスコミュニケーションズ
FNW-9700-T
販売店経由
オープン価格

VIA Technologies VT86C100A
RJ-45×1個
○／○
100／ACT

PCI Rev.2.1／バスマスタ
5V
－
－
1.1W

123×68mm

○
－　

（動作確認結果やインストール方法を
WWWサイトに掲載）

NetWare

ドライバFD、マニュアルなど

センドバック：永久保証
http://www.planex.co.jp/

－
市場参考価格：　3200円

プラネックスコミュニケーションズ
ENW-9501-F
販売店経由
オープン価格

DEC 21140-AF
RJ-45×1個
○／○

100／ACT／COL／FDX／LNK
PCI Rev.2.1／バスマスタ

5V
－
－
1.1W

138×72mm

○
－　

（動作確認結果やインストール方法を
WWWサイトに掲載）

NetWare

ドライバFD、マニュアルなど

センドバック：永久保証
http://www.planex.co.jp/

－
市場参考価格：　6900円

S p e c i f i c a t i o n s
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インテル
PRO/100+ マネージメント・アダプタ

販売店経由
1万4800円

Intel 82559
RJ-45×1個
○／○

100／ACT／LNK
PCI Rev.2.2／バスマスタ

5V／3.3V
フラッシュメモリ標準装備

○
0.67W

120×68mm（実測）

○
－

NetWare

ドライバFD、マニュアル、Wake on
LAN用ケーブルなど
キャリーイン：永久保証
http://www.intel.co.jp/

－
4月1日発売予定、ACPI 1.0対応

コレガ
FastEther PCI-TX
販売店経由／直販

9800円

DEC 21140-AF
RJ-45×1個
○／○

100／ACT／COL／FDX／LNK
PCI Rev.2.1／バスマスタ

5V
－
－
1.7W

139×70mm

○
－　

（動作確認結果やインストール方法を
WWWサイトに掲載）

－

ドライバFD、マニュアルなど

センドバック：1年間
http://www.corega.co.jp/
FAXBOX TEL 045-476-5387

コレガ
FastEtherⅡ PCI-TX
販売店経由／直販

5800円

DL10030（VT86C100A互換）
RJ-45×1個
○／○

100／ACT／LNK
PCI Rev.2.1／バスマスタ

5V
－
－
2.0W

139×73mm

○
－

－

ドライバFD、マニュアルなど

センドバック：1年間
http://www.corega.co.jp/
FAXBOX TEL 045-476-5387

メルコ
LCI-TXI
販売店経由
1万4800円

Intel 82558
RJ-45×1個
○／○

100／ACT／LNK
PCI Rev.2.0／バスマスタ

5V
フラッシュメモリ標準装備

○
2.5W

125×75mm

○
－　

（メールで問い合わせ可、インストー
ル方法等をWWWに掲載）
DOS／Windows 3.1ほか

ドライバFD、マニュアル、Wake on
LAN用ケーブルなど
センドバック：1年間

http://www.melcoinc.co.jp/
FAXBOX TEL 052-614-6911
ACPI 1.0、PMS 1.0に対応

メルコ
LCI-TXN
販売店経由
9800円

VIA Technologies VT86C100A
RJ-45×1個
○／○

100／ACT／LNK
PCI Rev.2.0／バスマスタ

5V
－
－
2.5W

140×72mm

○
－　

（メールで問い合わせ可、インストー
ル方法等をWWWに掲載）
DOS／Windows 3.1ほか

ドライバFD、マニュアルなど

センドバック：1年間
http://www.melcoinc.co.jp/
FAXBOX TEL 052-614-6911

メルコ
LGY-PCI-TXR
販売店経由
3800円

VIA Technologies VT86C100A
RJ-45×1個
○／○

100／ACT／LNK
PCI Rev.2.0／バスマスタ

5V
－
－
2.5W

140×72mm

○
－　

（メールで問い合わせ可、インストー
ル方法等をWWWに掲載）

－

ドライバFD、マニュアルなど

センドバック：1年間
http://www.melcoinc.co.jp/
FAXBOX TEL 052-614-6911

Specificationsの注意事項

■Auto Negotiation
転送速度や半二重／全二重などの

自動検出機能のこと。通称 NWay。

■インジケータLED
ネットワークカードの状態を示す

LED表示の種類を意味する。

「10 LNK」 ： 10Mbpsで接続中
「100」、「100 LNK」： 100Mbpsで接続中
「ACT」 ：フレームを送受信中
「FDX」 ：全二重で接続中
「LNK」 ：ハブと正常に接続済み
「COL」 ：フレーム衝突の検出

なおLEDの表示には点灯だけではな
く、点滅を使うこともある。

■動作保証OS
ここでは、メーカーが動作を保証し、
かつサポートするOSを記している。
Linuxについては、どのメーカーも現
状では正式にサポートしていない。

■無償保証期間
永久保証は、各メーカーとも無条

件で認められているわけではない。登
録カードを規定期間以内にメーカーへ
送り返す必要があったり、登録時に指
定したPCで使い続けたり、といった
条件が課されている。条件の内容は、
メーカーごとに異なるので、注意が必
要である。

■無償保証期間とサービス内容
「センドバック」とは、ユーザーが
製品をメーカーへ宅配便または郵送な
どで送り返して修理してもらうサービ
ス。
「キャリーイン」とは、ユーザーが
製品を販売店やメーカー窓口へ持ち込
んで修理してもらうサービス。



それでは最後の締めくくりとして、評価

した12枚の100BASE-TX PCI Ethernet

カードを、実際にLinuxで使用した結果

をまとめることにしよう。

今回の動作検証の目的は大別すると2

つである。ひとつは10BASE-T／100

BASE-TX、全二重／半二重というそれ

ぞれの転送モードで通信できること、お

よびその切り替えが自動的に行えること

の確認である。もうひとつは、それぞれ

の通信モードで期待される転送レートが

達成できることの確認である。

評価した環境を図2に示す。使用した

ハブのうち（a）デュアルスピードハブは

プラネックスコミュニケーションズ製

DNS-500（p.48写真1）、（b）10BASE-T

専用リピータハブはフジクラ製EH2038、

（c）10BASE-T／100BASE-TX両対応ス

イッチングハブはプラネックスコミュニケ

ーションズ製FX-08E（p.48写真2）であ

る。これら3種類のハブに対してFTPクラ

イアント／サーバーの両PCを順番に接続

しながら、まずFTPサーバーマシンより

社内ネットワーク上にあるDNSサーバー

を使って名前解決ができるかどうかを確

認する。次にFTPによるファイル転送を

行い、期待される転送レートで通信でき

ることを確認した。

（a）のハブに接続した場合、Auto

Negotiation機能（NWay）によりハブと

マシンの間は100Mbps／半二重で通信で

きなければならない。次に（b）に接続さ

れたら、自動的に10Mbps／半二重が、

さらに（c）の場合は100Mbps／全二重

が自動的に選択されなければならない。

全二重の場合、送受信が同時に行われる

ので最大200Mbpsでのデータ転送が可能

だ。しかしFTPの場合、ほとんどのパケ

ットがどちらか一方向にしか流れないの

で、半二重と全二重の性能差が表れにく

い。そこでFTPのputとgetを同時に実行

して、大量のパケットが双方向に発生す

るよう調整している。これにより（ｃ）

のハブに接続した際、正しく全二重のパ

フォーマンスが発揮されているかを転送

レートから確認できる。

なおFTPクライアントマシンには、

Intel Celeron-300A搭載の自作PCに日

本語redhat Linux 5.2をインストールし

て、標準のFTPクライアントプログラム

を使用した。EthernetカードはDEC

21140-AF搭載カードである。またFTPの

get／putでは、30Mbytesのファイルを

/dev/nullへ10回繰り返し転送し、その

速度を測定している。

以下では、基本的に日本語redhat

Linux 5.2にて各カードの動作を確認して

いる。Turbo Linux Pro 日本語版 3.0に

ついては、弊誌付録CD-ROMに収録され

ているアップデートを当ててからテストし

たところ、日本語redhat Linux 5.2の場

合と同等の結果を得ることができた。

またFTPでの転送レートの測定結果に

ついては、100BASE-TX／全二重通信の

場合、どのカードもget／putともに

10.9M～11.0Mbytes/secという、ほぼ

100BASE-TXの理論限界値を叩き出し

た。少なくともFTPでのピーク性能に関

しては、どのカードも問題ないといえる。

■自動検出されたカード

以下の6機種は、Linuxのインストール

時に自動検出された。

CentreCOM LA100-PCI-T V2

PRO/100+ マネージメント・アダプタ

FastEther PCI-TX

Fast EtherLink XL PCI

ENW-9501-F

LCI-TXI

インストール後の動作も、Fast Ether

Link XL PCI（3C905B-J-TX）以外は障

害など生じなかった。3C905B-J-TXで問
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Uplink
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Uplink
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ルータ� ルータ�
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テストするカード� FTPサーバー�

図2

意外なほど安定していた
Linux環境下のネットワークカード

動作検証の方法

動作確認の結果



題になったのは、図2の（b）から（c）

にハブを切り替えた際、全二重通信がで

きなかったことだ。もっとも再起動すれ

ば動作するので致命的ではない。

■候補リストから選択したカード

EtherPowerⅡ 10/100は、Linuxをイ

ンストールした際、自動検出はされなか

ったものの、リストから「EPIC 100」を

選べば、再起動後にはネットワークを利

用できるようになった。また動作確認で

も問題は生じなかった。Linuxではコント

ローラの通称やコードネームも憶えてお

かないと、必要なドライバモジュールの

選択に悩まされるので注意したい。

■ネットワーク設定の必要なカード

VIA Technologies製 VT86C100A、

およびその互換品をコントローラに採用

する以下の4機種は、Linuxインストール

時に自動検出されず、また候補リストに

もなかったため、インストール後に手動

でネットワークの設定を行った。

FastEtherⅡ PCI-TX

FNW-9700-T

LCI-TXN／LGY-PCI-TXR

さて、一からネットワークの設定を行

うには、日本語redhat Linux 5.2に標準

添付のlinuxconfが便利である。linux

confはLinuxconf Projectで開発されて

いるLinuxの総合設定ツールで、X上でも

テキストコンソール上でも同等の機能が

利用できる。/etc以下にある設定ファイ

ル群を直接エディタで編集してもいいが、

linuxconfで設定が可能なら、そちらのほ

うが便利だろう。

実際に設定するには、まずrootでログ

インしてシェルから「linuxconf」を実行

し、メニューから、

+Config

+Networking

+Client tasks

+Basic host information

を選択して設定を行う。Ethernetデバイ

スがひとつだけの場合を例にとると、

「Adapter1」を選択し、「Net device」

に「eth0」、「Kernel module」に「via-

rhine」と入力する。この「via-rhine」

とはVT86C100A用ドライバのモジュール

名だ。日本語redhat Linux 5.2の場合、

「Kernel module」の候補リストに「via-

rhine」が登録されておらず、表示されな

い。しかしモジュール自体は存在するの

で、直接モジュール名を入力すればよい。

あとはIPアドレスなどのパラメータを入

力すれば設定終了で、再起動するとネッ

トワークが使えるはずだ。

以上のようにして設定したあとでは、

上記4機種は問題なく動作した。

■最新ソースコードの必要なカード

Linuxのインストールに最も手間のかか

ったのが、DEC 21143-PDを搭載する

Cheetah PCI Adapter EN1207C-TXで

ある。このカードは、自動的にインスト

ールされたtulip Ver.0.89Hというバージ

ョンのドライバモジュールでは動かず、

最新版のVer.0.90Qを必要とした。

tulip Ver.0.90Qのモジュールを得るに

は、まずそのソースコードをドライバの配

布元（http://cesdis .gsfc .nasa.gov/

linux/drivers）から入手する。次にソー

スコード（tulip.c）を適当な場所に保存

したあと、リスト1のようにコンパイルと

モジュールのインストールを実行する。

このとき、元のtulip Ver.0.89Hのモジュ

ールが上書きされてしまうので、バック

アップを取っておきたい。またコンパイ

ルには、最低限Cの開発環境をインスト

ールしておく必要がある。

あとは前述したlinuxconfで、「tulip」

というモジュールを選択、設定し、再起

動すればネットワークが使えるようにな

る。このVer.0.90Qのモジュールを使うと、

Cheetah PCI Adapter EN1207C-TXは

まったく問題なく動作した。

こうして100BASE-TX PCI Ethernet

カード12機種の動作検証を終えて印象に

残ったのは、検証前に予想していたより

ずっとトラブルが少なかったことだ。確

かにコンパイルやネットワークの手動設

定が必要な機種もあったが、多くの機種

は、あたかもWindowsのようにOSのイン

ストール時に自動検出され、適切なドラ

イバが組み込まれた。これらの製品に搭

載されているコントローラは、現在市販

されている100BASE-TX Ethernetカー

ドの多くが採用している。つまりLinuxで

動作する市販製品というのは、実はかな

り多いのではと思われる。

もう1つ喜ばしいのは、Linuxでの動作

確認結果やインストール方法をWWWサ

イトで公開するメーカーが増えているこ

とだ。Linuxディストリビュータと周辺機

器メーカーが協力してLinuxでの動作確

認を行う、という動きも複数見られる。

Linuxユーザーが正式サポートのある製品

を安心して購入できる環境が実現するこ

とを願ってやまない。
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% gcc -DMODVERSIONS -DMODULE -D__KERNEL__ 

-I/usr/src/linux/net/inet -O6 -c tulip.c

% su root

password: 

# /sbin/insmod ./tulip.o

# install -m 644 tulip.o /lib/modules/preferred/net/

# exit

リスト1 tulip Ver.0.90Qのインストール方法（日本語redhat Linux 5.2の場合）

tulip.cをコンパイル

rootになる

正常にロードできるか確認
ドライバを所定
のディレクトリ
にインストール

他のディストリビューションでは、バージョンナンバーであることが多い（2.0.36-3など）

メーカーによる
正式サポートに向けて…


